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１．研究計画の概要 
（1）事例からの定式化：計画行為の妥当性
について問題となった事例を収集するとと
もに、これらを『シナリオ』として整理する。
計画行為の妥当性が問題となる典型シナリ
オの各段階の論理記述と推論記述の整理を
行う。 
（2）計画妥当性の様相論理学的定式化：計
画の実現性を議論するために必然・可能とい
う様相を扱う。様相論理学では必然・可能を
論じる公理系としていくつかのものが提案
されているが、計画の実態を反映する公理系
として、どれが望ましいかを検討する。公理
系を用いて、計画実現可能性を確認する方法
を構築する。 
２．研究の進捗状況 
（1）事例からの定式化：①事例の収集につ
いては、建築設計でも重大な問題に係わる安
全計画の例を多数収集できた。②また、設計
過程のコミュニケーション問題、トレーサビ
リティ問題を典型シナリオとして整理する
ことが出来、この内容については、近く出版
されることになった。③また、計画・設計で
用いられる帰納的推論が安全計画では危険
な推論になる問題を定式化し、これを回避す
る方法論を防火シャッター区画の設計例と
して示した。④なお、最近の建替え、用途変
更などにおける計画妥当性の事例を整理す
る必要性があることが判明した。 
（2）計画妥当性の様相論理学的定式化：①
まず、安全計画に見られる確率論的な現象の
からんだ計画における推論の問題を定式化
した。この結果、「２方向避難の原則」従来
の常識的な安全計画の原理が、必ずしも正し
くない場合のあること、防火区画を構成する

際に信頼性の低いシャッター区画の信頼性
を向上させる設計方法があることなどを示
した。②計画の前提条件を不可避なものと考
えた場合、計画内容との整合性をどのように
判定するかという問題を解決するため、計画
様相論理の公理系を構築した。この公理系を
用いて、計画の内容の整合性を判定するアル
ゴリズムを構成した。さらに、このアルゴリ
ズムの具体的なプログラムを作成し、ケース
スタディを行った。③事例に見られた問題と
して、住民や施主からの要望・願望が計画の
内容とどのように関わってくるべきなのか
という問題が判明し、この問題の様相論理的
定式化の必要性があることが判明した。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）当初、研究計画で想定していた仮題
については、本年度までにほぼ成果を達成し
ているが、研究の進展にともない、当初の研
究計画になかった課題があることが判明し
てきた。すなわち、最近の建替え、用途変更
の事例が多く、この問題に関連する計画妥当
性の問題を明らかにしていく必要性がある。
また、様相論理学的定式化の問題として、住
民や施主の願望・要望と計画内容がどのよう
な論理的関係にあるのかを明らかにする必
要があることも判明した。以上、当初の研究
計画での想定外の課題が、本研究の中で新た
に取り組むべき課題となっている。 
４．今後の研究の推進方策 
 当初の研究計画にあった課題については、
ほぼ成果が得られているので、論文、書籍、
ホームページでの公開等の成果の公表に労
力を注ぐとともに、新たに取り組むべき課題
となった課題については、最終年度内に成果



を取りまとめたい。 
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